
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 愛知県立大学村田ゼミ 

実施内容 コロナ禍における学内を中心とした子ども虐待防止啓発活動～

地域への発信を目指して 

➀事前に取り組んだ内容 
①授業やゼミの中で子ども虐待について学び、またその対応や対策を理解する。 

②配布物となるオレンジリボンの描かれたしおりの製作。 

③オリジナルの啓発ポスターと掲示物の内容の検討と製作。 

④「子ども虐待に関する認識調査」についての内容の検討。 

⑤大学図書館ホームページでの紹介図書の検討。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
①在学生を対象としたオンラインによる子ども虐待学内学習会の実施し、運動の概要説明

と事例検討を行った。 

②オリジナルのオレンジリボン運動啓発ポスターの作成と学内への掲示 

③オレンジリボン運動の標語とアンケート調査QRコードを記載したオリジナル啓発グッ

ズ（ラミネート製のしおり）を製作し、学内外で配布。 

④在校生と学内職員、学外での自治体主催の講演会の出席者を対象に「子ども虐待に関す

る認識調査」の実施と結果の分析および考察を行った。 

⑤大学図書館のホームページを活用した子ども虐待関連図書の紹介 

⑥子ども虐待およびオレンジリボン運動に関する資料の学内展示 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 

〈子ども虐待に関する認識調査〉 

大学内での調査に加えて、学外の地域住民

や行政職員へと対象の拡大を図った今年度

の調査は、オレンジリボン運動および

189を「知っている」と答えた人の割合

はおよそ 70％にとどまった。大学内はも

ちろんのこと、地域住民をも含めて周知活

動を拡大する必要性がわかった。また、虐

待防止の方法に関しては、「親への罰では

虐待を防ぐことが難しい」と感じている人

が多く、支援が重要であるという認識が多

数を占める一方で、支援につながる「窓口

の存在や場所がわからない」ということが

明らかとなった。 
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〈学内学習会〉 

事例検討では、「虐待ではなかった場合に

その家族の絆を壊してしまうのではない

か」、「虐待だと確信する情報や証拠がない

と通告しづらい」といった意見があり、通

告によってもたらされる結果への不安から

行動することへのためらいが生じることが

明らかになった。しかしながら、「地域の

気づき」と「通告」という行動によって、

子ども虐待を予防することができることを

伝えることができた。このことを通して、

子ども虐待は決して他人事ではないと認識

し、私たち一人一人がどのように見つめ、

考え、行動するのかを考える機会となった

と思われる。 

 

〈大学図書館を活用した図書の紹介と啓発

グッズの配布〉 

大学への通学制限の伴う図書館への来館者

の減少を踏まえ、ホームページを活用した

関連とその紹介を行うことができた。併せ

て、図書の貸し出しに際してオリジナル啓

発グッズであるラミネート製のしおりを配

布した。図書としおりをセットにすること

よって、関心を持ってもらうきっかけにな

ったと考える。 

 

〈啓発に向けて意識したポイント〉 

オンラインによる学内学習会やQRコード

を使用したアンケート調査など積極的にイ

ンターネットを活用して、コロナ禍におい

ても今までの活動を継続できるよう工夫し

た。 

 

 

 
 

【愛知県立大学】 http://～～～.ac.jp 


